
大
友
機
械
製
作
所

　
大
友
機
械
製
作
所
は
、
切
削
油
の

代
替
と
な
る
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
切
削

水
の
生
成
装
置
「
エ
コ
・
ブ
ル
ー
ス

リ
ー
」
を
開
発
・
販
売
し
て
い
る
。

光
触
媒
と
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
イ
オ
ン
交

換
機
能
で
水
道
水
の
水
素
イ
オ
ン
濃

度

Ｐ
Ｈ

を
調
節
。
金
属
が
腐
食

し
に
く
く
、
切
削
に
適
し
た
特
性
を

持
つ
、
水
に
変
化
さ
せ
る
。
機
械
加

工
メ
ー
カ
ー
で
１
年
間
テ
ス
ト
導
入

を
行
い
、
切
削
水
と
し
て
の
実
証
効

果
も
得
た
。

　
従
来
の
切
削
油
は
廃
油
処
理
や
悪

臭
、
加
工
部
品
の
熱
に
よ
る
ゆ
が

み
、
空
気
汚
染
、
水
溶
性
油
剤
の
下

水
へ
の
排
出
な
ど
が
職
場
環
境
の
悪

化
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
同
装
置
で

製
造
さ
れ
た
切
削
水
は
油
分
を
含
ま

な
い
た
め
作
業
員
が
有
害
な
揮
発
物

質
を
吸
引
す
る
危
険
性
も
な
い
。
加

工
後
の
脱
脂
洗
浄
工
程
も
必
要
な

く
、
作
業
環
境
の
改
善
に
貢
献
す

る
。

フ
ァ
ミ
ー
ユ

　
２
０
０
９
年
に
特
許
を
取
得
し
た

フ
ァ
ミ
ー
ユ
の
油
煙
除
去
装
置
「
イ

オ
レ
ス
」
の
累
計
販
売
数
が

台
を

突
破
し
て
好
評
と
な
っ
て
い
る
。

　
油
煙
除
去
装
置
は
フ
ラ
イ
ヤ
ー
か

ら
立
ち
昇
る

度
Ｃ
の
油
煙
を
排
気

フ
ァ
ン
で
水
中
に
吸
収
し
、
悪
臭
源

と
な
る
油
分
を
分
離
し
て

度
Ｃ
程

度
に
下
げ
た
清
浄
な
排
気
を
屋
外
へ

出
す
。
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
油
槽
容
量
は

―
１
０
０
０
０

ま
で
対
応
し
て

い
る
。

　
好
調
な
理
由
は
フ
ラ
イ
ヤ
ー
上
部

の
フ
ー
ド
が
不
要
な
た
め
、
室
内
が

明
る
い
。
油
煙
が
充
満
せ
ず
、
作
業

者
に
油
の
に
お
い
が
付
か
な
い
。
機

器
や
ダ
ク
ト
へ
の
油
分
の
付
着
が
な

い
た
め
、
防
災
に
も
役
立
つ
―
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
環
境
意
識
の
高
ま

り
か
ら
食
品
工
場
や
病
院
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
設
置
が
進
ん
で

お
り
、
一
層
の
拡
販
を
目
指
し
て
い

る
。

ウ
エ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー

　
ウ
エ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
は
業
務
用
・

産
業
用
向
け
加
湿
器
の
総
合
メ
ー
カ

ー
。
水
分
を
浸
透
さ
せ
た
モ
ジ
ュ
ー

ル
に
気
流
を
通
し
、
熱
交
換
で
気
化

蒸
発
さ
せ
る
気
化
式
加
湿
器
が
主

力
。
各
種
蒸
気
式
や
水
噴
霧
式
な
ど

も
幅
広
く
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。

　
従
来
、
半
導
体
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
な
ど
の

各
種
製
造
工
場
で
は
水
分
を
沸
騰
さ

せ
る
蒸
気
式
加
湿
を
採
用
し
て
い

た
。
だ
が
生
産
設
備
の
冷
却
も
行
う

た
め
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
少
な
い

気
化
式
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

同
社
は
排
熱
を
気
化
熱
に
利
用
す
る

な
ど
、
よ
り
エ
ネ
効
率
の
高
い
シ
ス

テ
ム
を
提
案
し
、
他
社
と
差
別
化
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
気
化
式
は
や

け
ど
の
心
配
が
な
く
居
住
者
に
安
全

な
ど
の
利
点
も
あ
る
。
近
年
で
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
一
般
共
同
利
用
施
設
で
加
湿

器
需
要
が
高
ま
り
、
同
社
も
採
用
件

数
を
伸
ば
し
て
い
る
。

永
進
テ
ク
ノ

　
永
進
テ
ク
ノ
の
浮
上
油
回
収
装
置

「
エ
コ
イ
ッ
ト
」
を
導
入
し
た
部
品

メ
ー
カ
ー
か
ら
品
質
と
環
境
改
善
の

向
上
が
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

　
導
入
前
は
加
工
後
の
洗
浄
処
理
時

に
洗
浄
液
内
に
油
分
が
残
り
、
洗
浄

後
の
ワ
ー
ク
表
面
に
油
膜
が
で
き
、

塗
装
剥
離
が
発
生
し
て
い
た
。
ま

た
、
塗
装
剥
離
や
異
臭
に
よ
り
洗
浄

液
の
交
換
を
３
カ
月
ご
と
に
行
っ
て

い
た
。
エ
コ
イ
ッ
ト
の
導
入
に
よ

り
、
洗
浄
液
内
の
油
分
を
除
去
で

き
、
塗
装
剥
離
に
よ
る
不
具
合
が
な

く
な
っ
た
。
さ
ら
に
塗
装
剥
離
や
異

臭
の
軽
減
に
よ
り
液
の
長
寿
命
化
と

使
用
量
削
減
、
交
換
作
業
の
低
減
に

も
効
果
を
発
揮
し
た
。

　
エ
コ
イ
ッ
ト
を
水
溶
性
ク
ー
ラ
ン

ト
タ
ン
ク
に
設
置
し
た
場
合
、
切
削

工
具
の
摩
耗
量
が
減
り
、
寿
命
が
約

％
延
び
た
と
い
う
工
具
メ
ー
カ
ー

と
の
共
同
分
析
の
結
果
も
同
社
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ェ
イ
・
エ
ス
・
ピ
ー

　
ジ
ェ
イ
・
エ
ス
・
ピ
ー
は
防
音
ボ

ッ
ク
ス
の
専
門
メ
ー
カ
ー
。
防
音
装

置
の
設
計
か
ら
製
作
、
据
え
付
け
ま

で
一
貫
し
て
行
う
。
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
装
置
を
は
じ
め
、
粉
砕
機
、

プ
レ
ス
機
な
ど
、
騒
音
の
大
き
な
産

業
機
器
に
幅
広
く
対
応
し
、
職
場
環

境
の
改
善
に
貢
献
す
る
。

　
同
社
が
提
案
す
る
防
音
室
や
音
響

計
測
室
は
自
社
工
場
で
設
計
か
ら
製

造
、
塗
装
、
出
荷
、
施
工
ま
で
を
行

っ
て
い
る
。

　
短
納
期
品
も
柔
軟
に
対
応
し
、
安

心
・
安
全
な
製
品
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
る
。
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
対
応
な

が
ら
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
を
実

現
し
、
導
入
企
業
か
ら
の
評
価
は
高

い
。

　
こ
の
ほ
か
、
よ
り
高
度
な
防
音
機

能
を
創
出
す
る
た
め
の
試
験
が
行
え

る
「
防
音
室
試
験
室
」
な
ど
も
販
売

し
て
お
り
、
防
音
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

と
し
て
開
発
を
続
け
て
い
る
。

コ
ン
ド
ー
テ
ッ
ク

　
コ
ン
ド
ー
テ
ッ
ク
で
は
液
体
吸
収

材
「
Ｓ
Ｐ
Ｃ
」
を
防
災
備
蓄
用
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
優
れ
た
吸
収
力
や
作

業
効
率
、
価
格
面
で
の
比
較
か
ら
従

来
の
ウ
エ
ス
や
散
布
剤

粘
土
、
お

が
く
ず
な
ど

に
代
わ
る
液
体
処
理

資
材
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　
主
力
製
品
は

水

は
っ
す
い

性
に
優
れ
て
油
だ
け
を
吸
収
す
る

「
オ
イ
ル
・
ソ
ル
ペ
ン
ト
」
、
あ
ら

ゆ
る
化
学
物
資
の
液
体
吸
収
に
対
応

す
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ソ
ル
ベ
ン

ト
」
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ソ
ル
ベ
ン
ト
は

水
害
に
お
け
る
水
の
除
去
に
も
最
適

で
あ
る
。
い
ず
れ
も

×

の
ソ
フ
ト
タ
イ
プ
、
１

約
１
０
０

枚
入
り
で
、
吸
収
量
は
工
業
用
オ
イ

ル
の
場
合
１

当
た
り
約
１
３
２

。
　
そ
の
ほ
か
用
途
に
応
じ
て
、
ロ
ー

ル
タ
イ
プ
や
ソ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
な
ど

を
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

快適な作業現場を提供する製品・機器

音
と
油
対
策
が
重
要
製
造
現
場

ミ
ス
ト
散
布
に
注
目
オ
フ
ィ
ス

職場環境の改善
有
力
各
社
の
製
品
＆
技
術

掲
載
順
不
同

　
生
産
現
場
で
あ
れ
オ
フ
ィ
ス
内
で
あ
れ
、
働
く
人
々
が
快
適
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、
作
業
効
率
を
高
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
人

々
の
健
康
や
周
辺
環
境
と
の
関
係
に
も
か
か
わ
る
大
切
な
問
題
で
あ
る
。
製
造
現
場
で
は
騒
音
や
加
工
に
使
わ
れ
る
油
剤
な
ど
へ
の
対

策
が
重
要
と
さ
れ
て
お
り
、
防
音
室
や
油
吸
着
材
、
油
煙
回
収
装
置
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
は
近
年

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
も
つ
な
が
る
と
し
て
、
気
化
式
加
湿
器
の
ほ
か
ド
ラ
イ
型
ミ
ス
ト
散
布
装
置
が
加
湿
用
途
で
注
目
さ
れ
、
医

療
保
健
施
設
な
ど
を
中
心
に
導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

▼

淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
老
人
保
健

施
設
に
導
入
さ
れ
た
ド
ラ
イ
型
ミ

ス
ト
噴
射
器

　
工
場
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
、
従

業
員
の
健
康
維
持
や
、
快
適
に
過

ご
せ
る
職
場
環
境
づ
く
り
は
共
通

し
た
課
題
で
あ
る
。
製
造
現
場
に

お
い
て
は
、
プ
レ
ス
機
や
破
砕
機

な
ど
の
騒
音
が
慢
性
的
な
も
の
と

な
り
や
す
い
。

　
作
業
者
に
対
し
て
肉
体
的
、
心

理
的
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
引
き

起
こ
し
、
周
辺
環
境
に
も
悪
影
響

を
与
え
る
。
対
策
と
し
て
は
工
場

壁
面
へ
の
吸
音
材
の
施
工
の
ほ

か
、
加
工
機
を
そ
っ
く
り
防
音
壁

の
中
に
入
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
製

品
も
出
て
い
る
。

　
ま
た
、
製
造
現
場
で
注
意
す
べ

き
も
の
に
各
種
の
機
械
油
や
、
ク

ー
ラ
ン
ト
が
あ
る
。
液
体
で
あ
る

た
め
飛
散
や
気
化
し
や
す
い
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
油
の
床
へ

の
付
着
を
原
因
と
し
た
転
倒
事
故

が
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
土
壌

に
漏
れ
出
せ
ば
環
境
汚
染
に
も
な

る
。

　
特
に
加
工
の
現
場
で
は
、
床
面

や
機
械
周
り
の
漏
油
対
策
に
は
油

吸
着
材
な
ど
が
利
用
さ
れ
る
が
、

油
煙
や
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
ま
で
は
防

ぎ
き
れ
な
い
。
工
作
機
械
で
の
ミ

ス
ト
は
、
加
工
テ
ー
ブ
ル
上
部
に

空
調
口
を
設
け
、
吸
引
す
る
な
ど

し
て
回
収
す
る
。
吸
引
後
に
フ
ィ

ル
タ
ー
の
ほ
か
、
水
泡
内
に
気
体

を
通
し
て
脱
油
す
る
こ
と
で
、
清

浄
な
空
気
と
し
て
排
気
で
き
る
装

置
も
開
発
さ
れ
て
い
る
。
　
ま

た
、
ク
ー
ラ
ン
ト
は
切
り
く
ず
な

ど
と
一
緒
に
回
収
さ
れ
る
が
、
単

純
に
廃
油
と
し
て
集
め
た
だ
け
で

は
、
タ
ン
ク
に
ス
ラ
ッ
ジ
や
切
り

く
ず
が
混
入
し
、
液
の
劣
化
や
腐

敗
を
招
く
。
悪
臭
な
ど
の
問
題
を

引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
は
、
セ
パ
レ

ー
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
ス
ラ
ッ
ジ

と
分
離
回
収
す
る
の
が
一
般
的
だ

が
、
油
剤
の
成
分
そ
の
も
の
の
見

直
し
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
中

に
は
油
分
を
ま
っ
た
く
使
わ
な
い

ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水
に
よ
る
切
削

水
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
加
工
対

象
素
材
は
限
ら
れ
る
が
、
油
由
来

の
問
題
を
根
本
か
ら
解
決
で
き
る

と
し
て
期
待
が
集
ま
る
。

　
乾
燥
し
た
空
気
は
鼻
や
の
ど
の

粘
膜
を
痛
め
、
抵
抗
力
を
弱
め
て

し
ま
う
。
こ
れ
が
冬
場
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
原
因
の
一

つ
と
も
言
わ
れ
る
。
湿
度
不
足
を

解
消
し
、
快
適
な
労
働
・
生
産
環

境
を
保
つ
に
は
、
加
湿
器
の
導
入

が
有
効
だ
。

　
設
備
商
社
に
よ
る
と
加
湿
方
式

と
超
音
波
振
動
子
で
水
を
霧
状
に

す
る
超
音
波
加
湿

器
が
主
流
だ
と
い

う
。
加
湿
能
力
は

蒸
気
式
が
優
れ
る

が
、
販
売
台
数
は

比
較
的
小
型
な
超

音
波
式
が
多
い
と

い
う
。

　
し
か
し
、
超
音

波
式
は
水
分
内
の

不
純
物
ご
と
噴
射

す
る
た
め
、
頻
繁

に
タ
ン
ク
内
を
洗

浄
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
蒸
気

式
は
熱
を
使
う
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
が
か
か
る

う
え
、
精
密
電
子
機
器
が
集
積
す

る
冬
場
で
も
冷
房
を
使
う
よ
う
な

職
場
に
は
不
向
き
と
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
部
材
へ
水
分
を
し

み
込
ま
せ
、
そ
こ
に
気
流
を
通
し

て
気
化
熱
で
加
湿
す
る
気
化
式
加

湿
器
の
引
き
合
い
が
、
大
手
企
業

を
中
心
に
増
え
て
い
る
と
い
う
。

水
分
を
含
む
部
材
を
微
細
孔
の
フ

ィ
ル
タ
ー
に
す
る
こ
と
で
ミ
ネ
ラ

ル
分
も
除
去
で
き
、
省
電
力
な
の

も
魅
力
。
送
風
フ
ァ
ン
の
静
音
性

を
高
め
た
り
、
水
道
管
に
接
続
す

る
こ
と
で
水
の
補
給
な
ど
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
軽
減
さ
せ
る
製
品
も

開
発
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
霧
吹
き
の
よ
う
に
細
や

か
な
水
滴
を
直
接
噴
霧
す
る
加
湿

方
式
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
ノ

ズ
ル
メ
ー
カ
ー
の
い
け
う
ち

大

阪
市
西
区

は
、
平
均

―

セ
ミ
ド
ラ
イ
フ
ォ
グ
と
し
て

商
標
登
録
済
み

の
水
滴
を
噴
射

す
る
ド
ラ
イ
型
ミ
ス
ト
散
布
装
置

を
市
場
に
投
入
し
て
い
る
。
こ
の

粒
径
の
水
滴
は
気
化
し
や
す
く
ぬ

れ
に
く
い
。

　
も
と
も
と
ミ
ス
ト
散
布
装
置
は

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
一
環

と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
同
社
で
は

２
０
０
７
年
か
ら
大
阪
市
水
道
局

と
と
も
に
市
内
数
カ
所
の
屋
外
に

装
置
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
今
年
１
月
に
は
淀
川
キ
リ
ス
ト

教
病
院

大
阪
市
東
淀
川
区

の

老
人
保
健
施
設
に
室
内
加
湿
用
途

で
導
入
さ
れ
た
。
市
内
民
間
施
設

と
し
て
は
始
め
て
。
適
度
な
湿
度

に
し
て
利
用
者
の
の
ど
の
粘
膜
を

保
護
す
る
こ
と
が
感
染
症
予
防
に

繋
が
り
、
ま
た
体
感
的
に
も
加
湿

前
よ
り
暖
か
く
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
同
院
の
斉
藤
一
幸
事
務
課

課
長
は
「
導
入
し
て
一
カ
月
。
ま

だ
検
証
段
階
だ
が
、
従
来
の
超
音

波
式
製
品
に
比
べ
体
感
温
度
は
高

く
、
加
湿
効
果
が
実
感
で
き
る
」

と
語
っ
た
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ２月１５日 火曜日 　　


